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1 試験期日

福岡工業大学大学院　工学研究科・社会環境学研究科【修士課程・博士後期課程】

項目／入試種別 一次 二次 秋季
修士課程 博士後期課程 修士課程 博士後期課程 博士後期課程

願書受付期間
（必着）

2026年7月27日（月）
〜8月 ３ 日（月）

2027年1月 ４ 日（月）
〜2027年1月12日（火）

2026年５月18日（月）
〜５月25日（月）

入 学 試 験 日 2026年
8月26日（水）

2026年
8 月27日（木）

2027年
1月30日（土）

2027年
1月27日（水） 2026年６月12日（金）

合 格 発 表 2026年 ９ 月17日（木） 2027年 2 月16日（火） 2026年７月16日（木）
入学手続き締切日 2026年12月４日（金） 2027年 3 月 9 日（火） 2026年７月31日（金）

2 出願手続

 提 出 書 類 　

様　式 提出書類
修士課程 博士後期課程

一般 社会人 留学生 協定校 一般 社会人 留学生

Ａ 志 願 票（ 裏 面 履 歴 書 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ａ－ 1 Ａ－ 1 Ａ－ 2 Ａ－ 3 Ａ－ 1 Ａ－ 1 Ａ－ 4

B 写真票・受験票・受験料納金票 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
卒 業・ 修 了（ 見 込 み ） 証 明 書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
成 績 証 明 書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｃ 研 究 経 過 報 告 書 ○ ○
Ｃ－ 1 Ｃ－ 2

Ｄ 志 望 理 由 書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｅ 研 究 業 績 ○ ○ ○
Ｅ－ 1 Ｅ－ 1 Ｅ－ 2

Ｆ
大 学 院 生 受 入 承 諾 書
※本学学部生は除く。（ただし、書類の提出

を求める場合がある。）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｆ－ 1 Ｆ－ 1 Ｆ－ 1 Ｆ－ 1 Ｆ－ 1 Ｆ－ 1 Ｆ－ 2

Ｇ 研究計画書および履修計画書 ○ ○
Ｈ 受 験 許 可 ・ 承 諾 書 ○ ○
Ｉ 留 学 同 意 書（ 留 学 生 の み ） ○ ○ ○ ○ ○

Ｊ
受 験 科 目 届 出 書
※電子情報工学専攻、生命環境化学専攻、

知能機械工学専攻、電気工学専攻、情
報通信工学専攻、社会環境学専攻のみ。

○ ○ ○

Ｋ 長 期 履 修 申 請 書
※申請希望者のみ ○ ○ ○ ○

Ｌ
研 究 計 画 書
※博士後期課程志願者で長期履修希望者

のみ
○ ○

日 本 語 能 力 証 明 書 ○ ○
英 語 能 力 証 明 書（ 任 意 ） ○ ○ ○ ○

※協定校の出願手続は別に定める学術交流協定校 入学試験募集要項を参照のこと。

2027年度大学院入学試験日程表
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1 専攻および入学定員

専攻名 定員 専攻名 定員 専攻名 定員

電子情報工学専攻 ８名 電 気 工 学 専 攻 ８名 情報システム工学専攻 ８名

生命環境化学専攻 ８名 情 報 工 学 専 攻 10 名 システムマネジメント専攻 ６名

知能機械工学専攻 ８名 情報通信工学専攻 ８名

2 出願資格（入学資格）

●一般入試
① 大学を卒業した者および2027年 3 月末日までに卒業見込みの者
② 大学改革支援・学位授与機構により学士の学位を授与された者および2027年 3 月末までに授与される

見込みの者
③ 日本国籍を有し、外国において学校教育における16年の課程を修了した者および2027年 3 月末まで

に修了見込みの者
④ 文部科学大臣の指定した者
⑤ その他本学の大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力がある

と認めた者（短大等を卒業後 2 年以上、工学分野の実務経験があり、論文、特許、資格等により大学を
卒業した者と同等以上の学力があると認められる者
事前（一次受験希望者は 5 月末日、二次受験希望者は10月末日まで）に問い合わせること）

注：上記の出願資格①～③において「見込み」で受験して合格し、出願資格に必要な要件を2027年 3 月
末日までに満たせない場合は、入学が許可されません。

●社会人入試
① 上記出願資格のいずれかを満たし、2027年 3 月末において、企業等に正規の社員又は職員として勤務

中の者で、勤務成績が優秀であると所属長が認め、在職のまま入学を希望する者
② 上記出願資格のいずれかを満たし、社会における経験が豊富であり且つ勉学意欲に富む者
　 （例：退職者、自営業等）

なお、選考にあたっては、社会における経験、実績を評価に加味する。また、入学後の取り扱いとして
は、学則に定められた教育課程に基づき、指導教員の下に修学（一年間以上）と研究に専念するものと
する。社会人入試については事前（一次受験希望者は 5 月末日、二次受験希望者は 10月末日まで）に
問い合わせること。

3 入学試験日程

入試種別 出願期間（必着） 試験日 合格発表日

一　次 2026年7月27日（月）
〜2026年8月 ３ 日（月）

2026年
8 月26日（水）

2026年
9 月17日（木）

二　次 2027年1月 ４ 日（月）
〜2027年1月12日（火）

2027年
1 月30日（土）

2027年
2 月16日（火）

ただし、専攻によっては二次の募集を行わないことがある。必ず事前に問い合わせること。

工学研究科修士課程（一般入試・社会人入試）
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4 出願手続

（1） 提 出 書 類 　
●一般入試
① 志願票（裏面履歴書） 本学所定のもの（様式Ａ－ 1）
② 写真票・受験票・受験料納金票 本学所定のもの（様式Ｂ）
③ 卒業（見込み）証明書 出身大学長または学部長が作成したもの
④ 成 績 証 明 書 出身大学長または学部長が作成したもの
⑤ 志 望 理 由 書 本学所定のもの（様式Ｄ）
⑥ 受 験 科 目 届 出 書 本学所定のもの（様式Ｊ）

※該当専攻は５専攻のみ（電子情報工学専攻、生命環境化学専攻、知能機械
工学専攻、電気工学専攻、情報通信工学専攻）。

⑦ 大学院生受入承諾書 本学所定のもの（様式Ｆ－ 1）　
※本学学部生は除く。ただし、書類の提出を求める場合がある。

⑧ 留 学 同 意 書 本学所定のもので、親権者が記入・署名したもの（様式Ｉ）
日本の大学を卒業（見込み）の留学生（在留許可証を持っている外国人は含まない）のみ。

⑨ 長 期 履 修 申 請 書 長期履修制度を申請する場合のみ（様式 K）
⑩ 英 語 能 力 証 明 書 TOEICスコアあるいは英検取得など英語能力が証明できるもの（任意）

●社会人入試
上記①～⑩の提出書類に加えて、⑪研究計画書および履修計画書（様式Ｇ）、⑫所属長の受験許可・承
諾書（様式Ｈ）

（2） 受 験 料 　　30,000円（一旦納入した受験料は返却しない）

（3） 出 願 要 領
・ 窓口受付は平日 9 時より16時までとする。
・ 直接持参の場合は本学本部棟２階入試広報課へ（現金可）
・ 郵送の場合は、本学所定の入学願書用封筒に提出書類および受験料（郵便局で為替にし、受け取り人

欄は無記名）を同封して書留にて送付すること。

（4） 願 書 提 出 先 　　福岡工業大学　入試広報課
〒 811-0295　福岡市東区和白東 3-30-1　☎ 092-606-0634（直）

5 選考方法

筆記試験、面接試験および出願書類により総合的に判定する。
（1）試験科目、試験時間〔一般入試〕

外 国 語 英語（英和辞書貸与） 9：00 ～ 10：00
専門科目※ 専門　Ⅰ 10：20 ～ 11：50

専門　Ⅱ 13：00 ～ 14：30
面　　接 15：00 ～

※専門科目
◇電子情報工学専攻

専　門　Ⅰ 工業数学（必須）、電気回路、計算機工学、Ｃ言語プログラミング（3 科目中、1 科目選択）
専　門　Ⅱ 電子回路、電子物性工学、デジタル信号処理、電子計測（4 科目中、2 科目選択）

◇生命環境化学専攻
専　門　Ⅰ 数学、化学（2 科目必須）
専　門　Ⅱ 無機化学、有機化学、分析化学、生物化学、物理化学、食品化学（6 科目中、3 科目選択）
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◇知能機械工学専攻
専　門　Ⅰ 工業数学、工業力学（2 科目必須）
専　門　Ⅱ 材料力学、機械力学、熱力学、流体力学、計測制御（5 科目中、2 科目選択）

◇電気工学専攻
専　門　Ⅰ 電気回路（必須）
専　門　Ⅱ 電気磁気学、情報制御工学（2 科目中、1 科目選択）

◇情報工学専攻
専　門　Ⅰ 数学、コンピュータ工学（2 科目必須）
専　門　Ⅱ データ構造とアルゴリズム、プログラミング言語（Ｃ）（2 科目必須）

◇情報通信工学専攻
専　門　Ⅰ 数学、電気回路（2 科目必須）
専　門　Ⅱ 電子回路、電気磁気学、プログラミング言語（Ｃ）、情報処理（4 科目中、2 科目選択）

◇情報システム工学専攻
専　門　Ⅰ 数学（必須）
専　門　Ⅱ 応用情報システム工学、計測制御システム工学、生体情報システム工学の分野より出題（6 問中 3 問選択）

◇システムマネジメント専攻
専　門　Ⅰ 数学（必須）
専　門　Ⅱ 情報工学、生産管理システム工学（2 科目必須）

（2）試験科目、試験時間〔社会人入試〕
外 国 語 英語（英和辞書貸与） 9：00 ～ 10：00
小 論 文 10：20 ～ 11：50
面　　接 口頭試問 15：00 ～

（小論文、研究計画書および履修計画書による）

（3）試験集合場所　　福岡工業大学
各専攻が指定した教室（午前 8 時45分までに集合のこと）

6 合格発表

合格者受験番号をホームページ上で公開するとともに、文書で合格を通知する。

7 入学手続

一次合格者
入学手続書類提出・入学金納入期限 2026年12月４日（金）
前期授業料等納入期限 2027年３月９日（火）

二次合格者
入学手続書類提出・入学金、前期授業料等納入期限 2027年３月９日（火）

※提出・納入期限後はいかなる理由があっても受付けないため注意すること。
　（前期授業料等学納金についてはＰ34 参照）

8 修学支援

社会人学生が仕事との両立を図るため、昼夜開講制や長期履修制度など柔軟な学修環境を用意していま
す（P31 ～ P33 参照）。
また、優秀な学生の進学に係る経済面での不安を軽減し研究に専念できるよう、学業特別奨学生など各
種奨学制度があります。（P35 参照）



4 福岡工業大学大学院入学試験要項

1 専攻および入学定員

専攻名 定員 専攻名 定員 専攻名 定員
電子情報工学専攻 若干名 電 気 工 学 専 攻 若干名 情報システム工学専攻 若干名
生命環境化学専攻 若干名 情 報 工 学 専 攻 若干名 システムマネジメント専攻 若干名
知能機械工学専攻 若干名 情報通信工学専攻 若干名

2 出願資格（入学資格）
① 外国において学校教育における16年の課程を修了した者および2027年 3 月末までに修了見込みの者
② 外国の大学等において、修業年限が 3 年以上の課程を修了することにより、学士の学位に相当する学位

を授与された者又は授与される見込みの者
③ 大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者
※ただし、日本国の大学を卒業（見込み）した外国人留学生および外国人学生は、一般または社会人入試を

受験しなければならない
※海外協定校の学生および国費外国人留学生（研究留学生）の受け入れについては別に定める。
④ 講義を理解できる程度の日本語能力（日本語能力試験 N2レベル相当以上の語学力を有すること）を有する

こと（要証明書提出）
注：上記の出願資格①～③において「見込み」で受験して合格し、出願資格に必要な要件を2027年 3 月末

日までに満たせない場合は、入学が許可されません。

3 入学試験日程

入試種別 出願期間（必着） 試験日 合格発表日

一　次 2026年7月27日（月）
〜2026年8月 ３ 日（月）

2026年
8月26日（水）

2026年
9 月17日（木）

二　次 2027年1月 ４ 日（月）
〜2027年1月12日（火）

2027年
1月30日（土）

2027年
2月16日（火）

ただし、専攻によっては二次の募集を行わないことがある。必ず事前に問い合わせること。

4 出願手続

（1） 提 出 書 類 　
① 志願票（裏面履歴書） 本学所定のもの（様式Ａ－ 2）
② 写真票・受験票・受験料納金票 本学所定のもの（様式Ｂ）
③ 卒業（見込み）証明書 出身大学長または学部長が作成したもの
④ 成 績 証 明 書 出身大学長または学部長が作成したもの
⑤ 志 望 理 由 書 本学所定のもの（様式Ｄ）
⑥ 大学院生受入承諾書 本学所定のもの（様式Ｆ－ 1）
⑦ 留 学 同 意 書 本学所定のもので、親権者が記入・署名したもの（様式Ｉ）
⑧ 日本語能力証明書 日本語能力試験認定結果および成績に関する証明書
⑨ 英 語 能 力 証 明 書 TOEIC スコアあるいは英検取得など英語能力が証明できるもの（任意）
⑩ 受 験 科 目 届 出 書 本学所定のもの（様式Ｊ）

※該当専攻は５専攻のみ（電子情報工学専攻、生命環境化学専攻、知能機械
工学専攻、電気工学専攻、情報通信工学専攻）

（2） 受 験 料 　　30,000円（一旦納入した受験料は返却しない）

（3） 出 願 要 領
・ 窓口受付は平日 9 時より 16 時までとする。
※直接持参の場合は本学本部棟２階入試広報課へ（現金可）

工学研究科修士課程（外国人留学生入試）
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・ 郵送の場合は、本学所定の入学願書用封筒に提出書類および受験料（郵便局で為替にし、受け取り人
欄は無記名）を同封して書留にて送付すること。

（4） 願 書 提 出 先 　　福岡工業大学　入試広報課
〒 811-0295　福岡市東区和白東 3-30-1　☎ 092-606-0634（直）

5 選考方法
筆記試験、面接試験および出願書類により総合的に判定する。

（1）試験科目、試験時間
外 国 語 英語（英和辞書貸与） 9：00 ～ 10：00
専門科目※ 専門　Ⅰ 10：20 ～ 11：50

専門　Ⅱ 13：00 ～ 14：30
面　　接 日本語能力試験 15：00 ～

※専門科目
◇電子情報工学専攻

専　門　Ⅰ 工業数学（必須）、電気回路、計算機工学、Ｃ言語プログラミング（3 科目中、1 科目選択）
専　門　Ⅱ 電子回路、電子物性工学、デジタル信号処理、電子計測（4 科目中、2 科目選択）

◇生命環境化学専攻
専　門　Ⅰ 数学、化学（2 科目必須）
専　門　Ⅱ 無機化学、有機化学、分析化学、生物化学、物理化学、食品化学（6 科目中、3 科目選択）

◇知能機械工学専攻
専　門　Ⅰ 工業数学、工業力学（2 科目必須）
専　門　Ⅱ 材料力学、機械力学、熱力学、流体力学、計測制御（5 科目中、2 科目選択）

◇電気工学専攻
専　門　Ⅰ 電気回路（必須）
専　門　Ⅱ 電気磁気学、情報制御工学（2 科目中、1 科目選択）

◇情報工学専攻
専　門　Ⅰ 数学、コンピュータ工学（2 科目必須）
専　門　Ⅱ データ構造とアルゴリズム、プログラミング言語（Ｃ）（2 科目必須）

◇情報通信工学専攻
専　門　Ⅰ 数学、電気回路（2 科目必須）
専　門　Ⅱ 電子回路、電気磁気学、プログラミング言語（C）、情報処理（4 科目中、2 科目選択）

◇情報システム工学専攻
専　門　Ⅰ 数学（必須）
専　門　Ⅱ 応用情報システム工学、計測制御システム工学、生体情報システム工学の分野より出題（6 問中 3 問選択）

◇システムマネジメント専攻
専　門　Ⅰ 数学（必須）
専　門　Ⅱ 情報工学、生産管理システム工学（2 科目必須）

（2）試験集合場所　　福岡工業大学
各専攻が指定した教室（午前 8 時45分までに集合のこと）

6 合格発表
合格者受験番号をホームページ上で公開するとともに、文書で合格を通知する。

7 入学手続
一次合格者

入学手続書類提出・入学金納入期限 2026年12月４日（金）
前期授業料等納入期限 2027年３月９日（火）

二次合格者
入学手続書類提出・入学金、前期授業料等納入期限 2027年３月９日（火）

※提出・納入期限後はいかなる理由があっても受付けないため注意すること。
　（前期授業料等学納金についてはＰ34 参照）
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◆アドミッションポリシー
　電子情報工学専攻では、入学者として次のような能力と資質を持つ学生を国内外から広く受け入れます。
（1）（意欲）電子情報工学分野の電子デバイス、電子回路、コンピュータ、計測制御、信号および情報処

理技術等に関する基本知識を有し、その専門分野においてさらに勉強し、研究・開発能力を高めよう
とする強い意欲を持つ者。

（2）（チャレンジ精神）研究課題に果敢にチャレンジする精神と実行力に満ち、着実に研究成果を積み上
げていく学問的忍耐力のある者。

（3）（協調性）将来の健全な社会人として、コミュニケーション能力を高め、人と協調して問題を解決す
る能力を身につける意欲を持つ者。

（4）（社会貢献）高度技術社会において、電子情報工学技術で社会に貢献する意欲を持つ者。
　なお、本専攻への入学は、電子情報数学および回路やソフトウェアなどの基礎知識を有していること、な
らびに、専門的な英語の読解および記述能力を有していること、電子情報分野の発展に貢献しようとする強
い意欲があることが必要とされます。

◆教育・研究内容
　高度情報化社会を支える基盤はコンピュータの発展である。その背景、基礎をなしているのはエレクトロ
ニクス、計測制御、電子物性材料などの電子工学全体である。現在の高度科学技術の時代は多くの電子情報
技術者を求めており、電子情報工学に関する大学教育の重要性は今まで以上にますます高まっている。しか
し、電子情報工学に関して理解を深めるのは容易ではなく、工業的側面からの理解だけでなく、物性的観点
からの理解も必要である。従って、学部教育の上に立った大学院課程による、より専門的な教育が必要とさ
れている。大学院での教育は高度な能力を備えた電子情報技術者を要求している現代社会の大学に対する要
請に応える道となっている。
　以上の考えに立って、本専攻に次の４授業科目区分を配置している。電子物性工学では固体電子物性の基
礎理論について、電子計測工学ではセンサーをはじめ電子計測に関する基礎と応用理論について、電子情報
システムでは情報処理の基礎および応用理論について、電子応用工学では半導体、磁性体などの素材を用い
た電子デバイスおよび電子回路応用について講述する。
　これらにより専門の研究遂行上必要な基本知識を修得させると共に、電子情報工学演習や英語に関する演
習を通じて、研究者・技術者に必要な創造能力、語学力、解析能力、発表能力などの育成を図る。また、大
学院の講義および特別研究の基礎として、応用解析、情報数理、応用物理学特論などを置く。
　特別研究として、特定の研究課題について研究を行わせて、研究遂行能力を修得させ、研究の成果を基に、
論理的に構成された修士学位論文を作成させる。

2027年度　研究指導教員 　

専修区分 担当教員

電子物性工学 准教授 博士（工学） 巫　　　　　霄
准教授 博士（理学） 中　村　壮　智

電子計測工学
教　授 博士（工学） 近　木　祐一郎
教　授 博士（工学） 倪　　　宝　栄
教　授 博士（工学） 小野美　　　武

電子情報システム

教　授 博士（情報工学） 田　村　　　瞳
教　授 博士（工学） 松　木　裕　二
教　授 博士（工学） 盧　　　存　偉
准教授 博士（数理学） 野　瀬　敏　洋

電子応用工学 教　授 博士（工学） 江　口　　　啓
※担当教員は変わることがあるので、出願前に必ず大学院ホームページで最新情報を確認のこと。
※担当教員の研究テーマについては、大学院ホームページで事前に確認のこと。

電子情報工学専攻の教育・研究内容
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◆アドミッションポリシー
　生命環境化学専攻では、入学者として次のような能力と資質を持つ学生を国内外から広く受け入れます。
（1）本専攻で学ぶために必要な学習履歴があり、十分な一般および専門の基礎学力を持つ者。
（2）化学関連の４つの分野の知識と技術を高め、継続発展的な社会作りに意欲を持つ者。　
（3）既成の概念にとらわれない認識力と判断力を有し、新しい技術の創造と応用に意欲を持つ者。
（4）社会人として活躍するために必要不可欠な問題解決能力やコミュニケーション能力を身につける意欲

を持つ者。

　なお、本専攻への入学は、化学関連の基礎知識を有していること、化学関連の４つの分野である①物質化学、
②環境・エネルギー、③生命科学、④食品、各分野の発展に貢献しようとする強い意欲を持つことが必要と
されます。

◆教育・研究内容
　現在、様々な機能を持った新しい材料が次々に開発され、多くの産業の発展を支えている。本特別研究では、
先端産業への応用を目指して、新規な有機・無機材料、生体材料の開発、および、新規な化学的・生物学的
分析解析手法の開発に関連するテーマを設定し、これに必要な教育・研究を行う。具体的には、計算機化学
による新規触媒の開発、パワーデバイス向けの高熱伝導窒化ケイ素セラミックスの開発、光を利用した簡易的
な環境分析手法の開発、生体関連有機物の環境中での合成と生命の起源、ナノ構造をもつ有機無機複合機能
材料の開発、新たな微生物制御法の開発、遺伝子工学や細胞工学を利用した分子レベルでの生命現象の解明、
食品の成分分析と機能性食品の開発などの研究テーマが設定されている。

2027年度　研究指導教員 　

専修区分 担当教員

生命環境化学

教　授 博士（医学） 赤　木　紀　之
教　授 博士（理学） 蒲　池　高　志
教　授 Ｐｈ . Ｄ . 北　山　幹　人
教　授 博士（工学） 桑　原　順　子
教　授 博士（工学） 呉　　　行　正
教　授 博士（工学） 松　山　　　清
教　授 博士（理学） 三　田　　　肇
准教授 博士（理学） 天　田　　　啓
准教授 博士（農学） 奥　田　賢　一
准教授 博士（環境科学） 久　保　裕　也
准教授 博士（農学） 長谷（田丸）靜香
准教授 博士（理学） 福　永　知　則
准教授 博士（工学） 宮　元　展　義

※担当教員は変わることがあるので、出願前に必ず大学院ホームページで最新情報を確認のこと。
※担当教員の研究テーマについては、大学院ホームページで事前に確認のこと。

生命環境化学専攻の教育・研究内容
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◆アドミッションポリシー
　知能機械工学専攻では、入学者として次のような能力と資質を持つ学生を国内外から広く受け入れます。
（1）本専攻で学ぶために必要な学習履歴があり、十分な一般および専門の基礎学力を持つ者。
（2）機械工学の知識と技術を高め、継続発展的な社会作りに意欲を持つ者。
（3）既成の概念にとらわれない認識力と判断力を有し、新しい技術の創造と応用に意欲を持つ者。
（4）社会人であれば、更なる問題解決能力やコミュニケーション能力を身につけるなど、自己実現の意識

が高い者。
　なお、本専攻への入学は、機械工学およびその周辺分野の基礎知識を有していること、社会の発展に貢献
しようとする強い意欲を持つことが必要とされます。

◆教育・研究内容
　本専攻はメカトロニクス関連の高度な技術者を育成することを目的に設置されている。
○知能機械基礎学区分：機械工学の基礎科目の中から特に流体工学と伝熱工学を取り上げ、数学的に一般化

された基礎式からその高度な解析法まで、また、各種流体機器・伝熱機器・熱流体システムについて講述し、
それらに関する研究を行っている。
○知能機械設計学区分：機械の高性能化、高精度化、寿命向上を目指した設計がますます重要となる状況を

鑑み、機械構造・材料の静・動的強度やトライボロジー分野の諸問題・技術について講述するとともに、
それらに関連する研究を行っている。
○超精密加工学区分：精密塑性加工や接合技術、高精度加工を可能にする切削工具、ＣＡＤ／ＣＡＭ／ＣＡＴ

に代表される機械加工の高速自動化、レーザーや超音波を用いた精密評価技術などに関して講述し、それ
らに関連する研究を行っている。
○計測制御工学区分：フィードバック制御、状態空間制御理論を基礎として、適応制御、ロバスト制御、ディ

ジタル信号処理等を、応用面としてはモータドライブエレクトロニクスやセンサ等を講述し、それらに関
連する研究を行っている。

　特別研究として、各区分では特定の研究課題について研究を行い、研究の成果を基に、修士学位論文を作成
させることを重視している。その際、学位審査の方法として、公開の「修士論文発表会」を行っている。
　２年次の前半に「中間発表会」も行っている。また、研究成果を学会発表を行うように指導している。

2027年度　研究指導教員 　

専修区分 担当教員

知能機械基礎学

教　授 博士（工学） 江　頭　　　竜
教　授 博士（工学） 髙　津　康　幸
准教授 博士（理学） 岡　　　大　将
准教授 博士（理学） 三　澤　賢　明

知能機械設計学
教　授 工学博士 朱　　　世　杰
教　授 博士（工学） 数　仲　馬恋典
准教授 博士（工学） 鞆　田　顕　章

超精密加工学 教　授 博士（工学） 廣　田　健　治
教　授 博士（工学） 田　邉　里　枝

計測制御工学

教　授 博士（工学） 川　田　昌　克
教　授 博士（工学） 槇　田　　　諭
准教授 博士（工学） 曹　　　　　晟
准教授 博士（工学） 松　谷　祐　希

※担当教員は変わることがあるので、出願前に必ず大学院ホームページで最新情報を確認のこと。
※担当教員の研究テーマについては、大学院ホームページで事前に確認のこと。

知能機械工学専攻の教育・研究内容
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◆アドミッションポリシー
　電気工学専攻では、入学者としての次のような能力と資質を持つ学生を国内外から広く受け入れます。
（1）電気系工学分野に関わる基礎的学力を有し、それをさらに高めようとする意欲を持つ者。
（2）創意工夫の精神を持ち、電気関連技術の諸分野において生ずる問題を解決する能力を高めようとする

意欲のある者。
（3）人と協力して問題の解決にあたるとともに、職業人としてのみでなく社会人としても必要なコミュニ

ケーション能力を高めようとする者。
（4）グローバル産業社会で活動する技術者として必要な英語に関して基礎的な能力を有し、それをさらに

高めようとする意欲を持つ者。
　なお、本専攻への入学は、電気回路、電磁気学、電気エネルギーシステム工学、情報制御工学、電気機器・
パワーエレクトロニクスの基礎知識を有していること、電気工学を持続性のある社会の構築に向けて応用・
発展させようとする強い意欲を持つことが必要とされます。

◆教育・研究内容
　本専攻では、以下に示す 4 つの専修区分で、それぞれ関連する産業分野を意識した特色ある教育・研究指導
を行っています。各区分は次のような志をもつ方に適しています。
○電気基礎学専修区分：電気工学のいずれにも共通する基盤学術を広範囲に修得し、教育、パルス電磁エネル

ギー、放電、プラズマ、計測、誘電・絶縁材料、磁性材料、半導体・物性デバイスなどに関連する分野での
活躍を志すもの。新しい分野の開拓や先端的基礎技術の修得を志すもの。

○電気エネルギーシステム工学専修区分：現代の社会基盤・産業基盤を支える、電力系統、発電、送配電、変電、
直流送電、電力自由化、分散型電源、スマートグリッド、絶縁、高電圧、エネルギー変換・貯蔵装置、新エ
ネルギー、電力用設備および機器などの分野における活躍を志すもの。

○情報制御工学専修区分：電子・情報・システム領域の、生体・医用電子、電子応用、バイオニクス、制御・
計測、ロボティクス、ニューロ・ファジー・カオス、最適化、インテリジェントロボット＆オートメーション、
福祉応用、環境管理などの分野における活躍を志すもの。

○電気機器・パワーエレクトロニクス専修区分：電気機器・パワーエレクトロニクス・制御などの基礎技術から
産業・交通運輸・社会システム・家電などの広い応用分野、電気を有効に使う技術から、新たなエネルギーを
作り出す技術まで、広い分野での活躍を志すもの。

　修士論文執筆のための特別研究は、専門知識のより深い習得と研究遂行能力の養成に重要な役割を果たして
います。

2027年度　研究指導教員 　

専修区分 担当教員

電気基礎学

教　授 博士（理学） 北　川　二　郎
教　授 博士（工学） 鈴　木　恭　一
准教授 博士（工学） 北　﨑　　　訓
助　教 博士（理学） 中　西　真　大

電気エネルギーシステム工学
教　授 博士（工学） 井　上　昌　睦
教　授 博士（工学） 田　島　大　輔

情報制御工学
教　授 博士（学術） 李　　　鍾　昊
助　教 博士（工学） 遠　藤　文　人

電気機器・パワーエレクトロニクス 教　授 博士（工学） 大　山　和　宏
※担当教員は変わることがあるので、出願前に必ず大学院ホームページで最新情報を確認のこと。
※担当教員の研究テーマについては、大学院ホームページで事前に確認のこと。

電気工学専攻の教育・研究内容
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◆アドミッションポリシー
　情報工学の分野では技術革新が急速に進み、インターネットは電子商取引や電子政府など社会の仕組みを
も変えようとしています。また、マイクロプロセッサの発達により、日常生活のあらゆる側面をコンピュー
タが支える高度情報化社会が到来しようとしています。そこで、情報工学専攻では来るべき高度情報化社会
を支える高度情報技術者を育成するために、次のような学生を受け入れます。

（1）本専攻で学ぶために必要な学習履歴があり、十分な一般および専門の基礎学力を持つ者
（2）情報技術の諸分野において生ずる問題を解決する能力を高めようとする意欲のある者
（3）人と協力して問題の解決にあたるとともに、職業人としてのみでなく社会人としても必要なコミュニ

ケーション能力を高めようとする者
　なお、本専攻への入学は、情報科学、プログラミング、人工知能、コンピュータ技術の基礎知識を有して
いること、情報工学を深く学ぼうとする強い意欲を持つことが必要とされます。

◆教育・研究内容
　現在のインターネットや近未来のマルチメディア処理においては、コンピュータ科学とソフトウェア工学
の発展が重要である。本専攻では、21 世紀の高度情報化社会の実現に不可欠なこれらの分野に関連した高
度な科学技術と知識を有した技術者・研究者を育成するために次の４授業科目区分を教授する。
　知能情報工学においては、知能をもつ機械を構築するための基礎となる人工知能や知能情報処理などにつ
いて講述する。知能システム工学においては、知的なシステムを構築するための知識や技術、知能システム
を集積化するＬＳＩの基本と現在・将来のシステムＬＳＩなどについて講述する。メディア情報工学におい
ては、コンピュータ画像処理とメディア情報機器などについて講述する。ソフトウェア工学においては、高
品質のソフトウェアを効率よく開発したり、利用する技術などについて講述する。また、大学院の講義およ
び特別研究の基礎として、応用数学特論および応用物理学特論を置く。

　特別研究として、特定の研究課題について問題点の発見、解決法の模索および新発想の推考を行うことの
できる研究遂行能力を修得させ、研究の成果を基に修士学位論文を作成させる。また、国際的素養の育成に
留意する。

2027年度　研究指導教員 　

専修区分 担当教員

知能情報工学

教　授 博士（工学） 前　田　道　治
准教授 博士（工学） 戸　田　航　史
准教授 博士（理学） 中　川　正　基
准教授 博士（工学） 宮　田　考　史

知能システム工学 教　授 博士（工学） 山　内　寛　行
准教授 博士（理学） 山　口　　　裕

メディア情報工学

教　授 博士（理学） 柏　　　浩　司
教　授 博士（工学） 福　本　　　誠
准教授 博士（工学） 有　吉　哲　也
准教授 博士（工学） 佐　竹　純　二

ソフトウェア工学
教　授 博士（工学） 石　原　真紀夫
教　授 博士（情報学） 種　田　和　正
教　授 博士（理学） 馬　場　謙　介

※担当教員は変わることがあるので、出願前に必ず大学院ホームページで最新情報を確認のこと。
※担当教員の研究テーマについては、大学院ホームページで事前に確認のこと。

情報工学専攻の教育・研究内容
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◆アドミッションポリシー
　情報通信工学専攻では、入学者として次のような能力と資質を持つ学生を国内外から広く受け入れます。

（1）専門分野について国内外の情報を収集し、理解するために必要な英語力を有するとともに、さらにそ
の力を高める意欲を持つ者。

（2）専門領域における問題の設定および問題解決の能力を高めることに強い意欲を持つ者。
（3）専門分野における更なる研鑽と研究・開発能力を高めようとする強い意欲を持つ者。
（4）将来の健全な社会人として、コミュニケーション能力を高め、人と協調して問題の解決に当たること

のできる能力を身につける意欲を持つ者。
　なお、本専攻への入学は情報通信工学に関する基礎学力を有していることと、専門分野を深く学ぼうとす
る強い意欲を持つことが必要とされます。

◆教育・研究内容
　本専攻では、高度情報化社会を技術的側面から支える優れた技術者と研究者を育成するため、情報通信工
学分野の基礎と応用について教授する。
　情報伝送工学では、情報ネットワークを支える有線・無線伝送について講述する。環境電磁工学では、無
線通信システムやその理論的基礎となる電磁界解析手法について講述する。システム情報工学では、信号処
理の通信技術への応用について講述する。情報ネットワーク工学では、ネットワークの高速化やマルチメディ
アおよびそれらの効率化について講述する。

　特別研究として、情報通信に関する特定の研究課題について、研究遂行能力を修得させ、研究の成果を基
に修士学位論文を作成させる。また、研究成果を学会等で発表できるように指導する。

2027年度　研究指導教員 　

専修区分 担当教員

情報伝送工学
教　授 博士（工学） 中　嶋　徳　正
教　授 博士（工学） 前　田　　　洋

環境電磁工学

教　授 博士（ソフトウェア情報学） 内　田　法　彦
教　授 博士（理学） 中　村　龍　史
教　授 博士（工学） 藤　崎　清　孝
教　授 博士（工学） 渡　辺　仰　基

システム情報工学

教　授 博士（工学） 池　田　　　誠
教　授 博士（工学） 松　尾　慶　太
准教授 博士（機能数理学） 工　藤　桃　成
准教授 博士（工学） 劉　　　　　怡

情報ネットワーク工学
教　授 博士（ソフトウェア情報学） 石　田　智　行
教　授 博士（ソフトウェア情報学） 杉　田　　　薫
教　授 博士（工学） バロリ レオナルド

※担当教員は変わることがあるので、出願前に必ず大学院ホームページで最新情報を確認のこと。
※担当教員の研究テーマについては、大学院ホームページで事前に確認のこと。

情報通信工学専攻の教育・研究内容
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◆アドミッションポリシー
　情報システム工学専攻では、入学者として次のような能力と資質を持つ学生を国内外から広く受け入れます。
（1）本専攻で学ぶために必要な学修履歴があり、十分な一般および専門の基礎学力を持つ者。
（2）情報工学の知識と技術を高め、継続発展的な社会作りに意欲を持つ者。
（3）既成の概念にとらわれない認識力と判断力を有し、新しい技術の創造と応用に意欲を持つ者。
（4）社会人であれば、更なる問題解決能力やコミュニケーション能力を身につけるなど、自己実現の意識

が高い者。

　なお、本専攻への入学は、情報技術、生体システム、ロボット制御の基礎知識を有していること、情報社
会の発展に貢献しようとする強い意欲を持つことが必要とされます。

◆教育・研究内容
　情報システム工学専攻では、情報システムの基礎と応用に関する学識と研究能力の修得を目的として、情
報技術・ロボット制御・生体システムのそれぞれの知識と技術を深化的に発展させる３つの専修区分を設け
ています。情報技術に位置付けられる、「応用情報システム工学」では、人工知能・非線形理論・量子力学な
ど、次世代情報サービスの基礎となる先駆的な知識と技術について学修します。ロボット制御に位置付けら
れる「計測制御システム工学」では、ロボットの設計・開発・制御に必要とされる計測技術、機械設計技術、
制御技術について学修します。生体システムに位置付けられる「生体情報システム工学」では、生体情報計測・
医用工学・生体医工学など、次世代医療サービスの実用化に向けた学問領域の知識と技術について学修しま
す。また、専修区分を有機的に結びつけることができる総合力を身につけるために、専攻内共通科目を設け、
担当教員によるオムニバス形式による横断的な講義・演習を実施することで情報システム工学技術の多様な
応用手法を学びます。このような、講義、演習、特別研究からなるカリキュラムを準備し、以下の指針の下
で教育研究を行います。

①　情報システム工学科のカリキュラムとの連続性に配慮し、高次の専門知識に基づく問題発見および創
造的解決力を育成する。

②　先駆的技術を迅速かつ正確に理解するための英語文章読解能力と研究成果を国際的に公表していくた
めの英語表現能力の向上を図る。

③　学術成果の社会還元を目的として、学術雑誌掲載を目標とした論文作成能力を育成する。
④　共同研究あるいは共同開発のグループワークを円滑にするコミュニケーション能力の向上を図る。

2027年度　研究指導教員 　

専修区分 担当教員

計測制御システム工学
教　授 博士（工学） 森　園　哲　也
教　授 博士（工学） 吉　田　耕　一

応用情報システム工学
教　授 博士（理学） 山　口　明　宏
准教授 博士（理学） 菊　田　俊　幸
准教授 博士（理学） 丸　山　　　勲

生体情報システム工学
教　授 博士（情報工学） 徳　安　達　士
准教授 博士（工学） 下　戸　　　健

※担当教員は変わることがあるので、出願前に必ず大学院ホームページで最新情報を確認のこと。
※担当教員の研究テーマについては、大学院ホームページで事前に確認のこと。

情報システム工学専攻の教育・研究内容
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◆アドミッションポリシー
　システムマネジメント専攻では、入学者として次のような能力と資質を持つ学生を国内外から広く受け入
れます。
（1）これまで学んだ専門知識をさらに深めることを目指し、高い技術力を習得することに意欲をもつ者。
（2）未知の問題に対しても挑戦する覇気をもち、その成果を国内外において積極的に発信していく意欲を

もつ者。
（3）博士後期課程への進学を念頭において、高度な専門知識と応用力を身に付けようとする者。

◆教育・研究内容
　近年、経営環境の情報化・国際化に伴い、システムが複雑さを増し、かつビッグデータに象徴されるように、
情報が量的に爆発的な増加をすると共に質的にも劇的に変化し、システムの最適化やデータを解析するため
に、より高度な数理的手法に関する知識や技術が不可欠となってきています。
　本専攻は３区分を設置しており、（１）経営システム工学区分ではシステムの数理モデル化とその解析手法
について、（２）生産システム工学区分では生産システムの最適化・効率化技法について、（３）情報メディ
アシステム工学区分ではマルチメディア統合理解、感性情報学について学習します。

2027年度　研究指導教員 　

専修区分 担当教員

経営システム工学

教　授 博士（工学） 小　林　　　稔
教　授 経済学博士 宋　　　　　宇
教　授 博士（工学） 田　嶋　拓　也

准教授 博士（システムデザイン・
マネジメント学） 木　村　富　也

准教授 博士（工学） 傅　　　　　靖

生産システム工学

教　授 博士（理学） 井　口　修　一
教　授 博士（情報科学） 佐　藤　大　輔
教　授 博士（工学） 藤　岡　寛　之
准教授 博士（理学） 小　杉　卓　裕

情報メディアシステム工学
教　授 博士（工学） 前　原　秀　明
准教授 博士（工学） クラ　　エリス
助　教 博士（工学） 竹之内　　　宏

※担当教員は変わることがあるので、出願前に必ず大学院ホームページで最新情報を確認のこと。
※担当教員の研究テーマについては、大学院ホームページで事前に確認のこと。

システムマネジメント専攻の教育・研究内容
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1 専攻および入学定員

専攻名 定員

社 会 環 境 学 専 攻 6 名

2 出願資格（入学資格）

●一般入試
① 大学を卒業した者および2027年 3 月末日までに卒業見込みの者
② 大学改革支援・学位授与機構により学士の学位を授与された者および2027年 3 月末までに授与される

見込みの者
③ 日本国籍を有し、外国において学校教育における16年の課程を修了した者および2027年 3 月末まで

に修了見込みの者
④ 文部科学大臣の指定した者
⑤ その他本学の大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力がある

と認めた者
事前（一次受験希望者は 5 月末日、二次受験希望者は10月末日まで）に問い合わせること

注：上記の出願資格①～③において「見込み」で受験して合格し、出願資格に必要な要件を2027年 3 月末
日までに満たせない場合は、入学が許可されません。

●社会人入試
① 上記出願資格のいずれかを満たし、2027年 3 月末において、企業等に正規の社員又は職員として勤務

中の者で、勤務成績が優秀であると所属長が認め、在職のまま入学を希望する者
② 上記出願資格のいずれかを満たし、社会における経験が豊富であり且つ勉学意欲に富む者
　 （例：退職者、自営業等）

なお、選考にあたっては、社会における経験、実績を評価に加味する。また、入学後の取り扱いとして
は、学則に定められた教育課程に基づき、指導教員の下に修学（一年間以上）と研究に専念するものと
する。社会人入試については事前（一次受験希望者は 5 月末日、二次受験希望者は10月末日まで）に問
い合わせること。

3 入学試験日程

入試種別 出願期間（必着） 試験日 合格発表日

一　次 2026年7月27日（月）
〜2026年8月 ３ 日（月）

2026年
8月26日（水）

2026年
9 月17日（木）

二　次 2027年1月 ４ 日（月）
〜2027年1月12日（火）

2027年
1月30日（土）

2027年
2月16日（火）

ただし、二次の募集を行わないことがある。必ず事前に問い合わせること。

社会環境学研究科修士課程（一般入試・社会人入試）
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4 出願手続

（1） 提 出 書 類 　
●一般入試
① 志願票（裏面履歴書） 本学所定のもの（様式Ａ－ 1）
② 写真票・受験票・受験料納金票 本学所定のもの（様式Ｂ）
③ 卒業（見込み）証明書 出身大学長または学部長が作成したもの
④ 成 績 証 明 書 出身大学長または学部長が作成したもの
⑤ 志 望 理 由 書 本学所定のもの（様式Ｄ）
⑥ 受 験 科 目 届 出 書 本学所定のもの（様式Ｊ）
⑦ 大学院生受入承諾書 本学所定のもの（様式Ｆ－ 1）　

※本学学部生は除く。ただし、書類の提出を求める場合がある。
⑧ 留 学 同 意 書 本学所定のもので、親権者が記入・署名したもの（様式Ｉ）

日本の大学を卒業（見込み）の留学生（在留許可証を持っている外国人は含まない）のみ。
⑨ 長 期 履 修 申 請 書 長期履修制度を申請する場合のみ（様式 K）
⑩ 英 語 能 力 証 明 書 TOEIC スコアあるいは英検取得など英語能力が証明できるもの（任意）

●社会人入試
上記①～⑩の提出書類以外に研究計画書および履修計画書（様式Ｇ）、所属長の受験許可・承諾書（様式Ｈ）

（2） 受 験 料 　　30,000円（一旦納入した受験料は返却しない）

（3） 出 願 要 領
・ 窓口受付は平日 9 時より16時までとする。
※直接持参の場合は本学本部棟２階入試広報課へ（現金可）
・ 郵送の場合は、本学所定の入学願書用封筒に提出書類および受験料（郵便局で為替にし、受け取り人

欄は無記名）を同封して書留にて送付すること。

（4） 願 書 提 出 先 　　福岡工業大学　入試広報課
〒 811-0295　福岡市東区和白東 3-30-1　☎ 092-606-0634（直）

5 選考方法

筆記試験、面接試験および出願書類により総合的に判定する。
（1）試験科目、試験時間〔一般入試〕

外 国 語 英語（英和辞書貸与） 9：00 ～ 10：00
専門科目※ 専門　Ⅰ 10：20 ～ 11：50

専門　Ⅱ 13：00 ～
面　　接 口頭試問 15：00 ～
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※専門科目
専　門　Ⅰ 下記の科目から、第一志望の指導教員の科目を選択すること。

専門 I 指導教員 専門 I 指導教員
環 境 経 済 学 鄭　雨宗 環 境 社 会 学 陳　艶艶
環境エネルギー 鄭　雨宗 社会調査法特論 陳　艶艶
ア ジ ア 経 済 藤井　洋次 文 化 環 境 論 田中久美子
国 際 貿 易 藤井　洋次 質的調査法特論 田中久美子
技 術 経 営 尹　諒重 政 治 過 程 木下　健
人 的 資 源 管 理 尹　諒重 公 共 政 策 木下　健
環 境 経 営 学 松藤賢二郎 環 境 生 態 学 乾　隆帝
マーケティング 松藤賢二郎 環境調査法特論 乾　隆帝
国 際 法 中川　智治 環 境 地 理 学 上杉　昌也
国 際 判 例 演 習 中川　智治 空間情報学特論 上杉　昌也
環 境 政 策 渡邉　智明 水 防 災 学 特 論 田井　　明
環 境 法 渡邉　智明 産業連関分析特論 鬼頭みなみ

専　門　Ⅱ プレゼンテーション（研究計画）

（2）試験科目、試験時間〔社会人入試〕
外 国 語 英語（英和辞書貸与） 9：00 ～ 10：00
小 論 文 10：20 ～ 11：50
面　　接 口頭試問 15：00 ～

（小論文、研究計画書および履修計画書による）

（3）試験集合場所　福岡工業大学
指定した教室（午前 8 時45分までに集合のこと）

6 合格発表

合格者受験番号をホームページ上で公開するとともに、文書で合格を通知する。

7 入学手続

一次合格者
入学手続書類提出・入学金納入期限 2026年12月４日（金）
前期授業料等納入期限 2027年３月９日（火）

二次合格者
入学手続書類提出・入学金、前期授業料等納入期限 2027年３月９日（火）

※提出・納入期限後はいかなる理由があっても受付けないため注意すること。
　（前期授業料等学納金についてはＰ34 参照）

8 修学支援

社会人学生が仕事との両立を図るため、昼夜開講制や長期履修制度など柔軟な学修環境を用意していま
す（P31 ～ P33 参照）。
また、優秀な学生の進学に係る経済面での不安を軽減し研究に専念できるよう、学業特別奨学生など各
種奨学制度があります。（P35 参照）
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1 専攻および入学定員

専攻名 定員

社 会 環 境 学 専 攻 若干名

2 出願資格（入学資格）

① 外国において学校教育における16年の課程を修了した者および2027年 3 月末までに修了見込みの者
② 外国の大学等において、修業年限が 3 年以上の課程を修了することにより、学士の学位に相当する学位

を授与された者又は授与される見込みの者
③ 大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者
※ただし、日本国の大学を卒業（見込み）した外国人留学生および外国人学生は、一般または社会人入試を

受験しなければならない
※海外協定校の学生および国費外国人留学生（研究留学生）の受け入れについては別に定める。
④ 講義を理解できる程度の日本語能力（日本語能力試験 N2レベル相当以上の語学力を有すること）を有

すること（要証明書提出）
注：上記の出願資格①～③において「見込み」で受験して合格し、出願資格に必要な要件を2027年 3 月末

日までに満たせない場合は、入学が許可されません。

3 入学試験日程

入試種別 出願期間（必着） 試験日 合格発表日

一　次 2026年7月27日（月）
〜2026年8月 ３ 日（月）

2026年
8月26日（水）

2026年
9 月17日（木）

二　次 2027年1月 ４ 日（月）
〜2027年1月12日（火）

2027年
1月30日（土）

2027年
2月16日（火）

ただし、二次の募集を行わないことがある。必ず事前に問い合わせること。

4 出願手続

（1） 提 出 書 類 　
① 志願票（裏面履歴書） 本学所定のもの（様式Ａ－ 2）
② 写真票・受験票・受験料納金票 本学所定のもの（様式Ｂ）
③ 卒業（見込み）証明書 出身大学長または学部長が作成したもの
④ 成 績 証 明 書 出身大学長または学部長が作成したもの
⑤ 志 望 理 由 書 本学所定のもの（様式Ｄ）
⑥ 大学院生受入承諾書 本学所定のもの（様式Ｆ－ 1）
⑦ 留 学 同 意 書 本学所定のもので、親権者が記入・署名したもの（様式Ｉ）
⑧ 日本語能力証明書 日本語能力試験認定結果および成績に関する証明書
⑨ 英 語 能 力 証 明 書 TOEIC スコアあるいは英検取得など英語能力が証明できるもの（任意）
⑩ 受 験 科 目 届 出 書 本学所定のもの（様式Ｊ）

（2） 受 験 料 　　30,000円（一旦納入した受験料は返却しない）

（3） 出 願 要 領
・ 窓口受付は平日 9 時より 16 時までとする。
※直接持参の場合は本学本部棟２階入試広報課へ（現金可）
・ 郵送の場合は、本学所定の入学願書用封筒に提出書類および受験料（郵便局で為替にし、受け取り人

欄は無記名）を同封して書留にて送付すること。

社会環境学研究科修士課程（外国人留学生入試）
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（4） 願 書 提 出 先 　　福岡工業大学　入試広報課
〒 811-0295　福岡市東区和白東 3-30-1　☎ 092-606-0634（直）

5 選考方法

筆記試験、面接試験および出願書類により総合的に判定する。
（1）試験科目、試験時間

外 国 語 英語（英和辞書貸与） 9：00 ～ 10：00
専門科目※ 専門　Ⅰ 10：20 ～ 11：50

専門　Ⅱ 13：00 ～
面　　接 口頭試問 15：00 ～

※専門科目
専　門　Ⅰ 以下の科目から、第一志望の指導教員の科目を選択すること。

専門 I 指導教員 専門 I 指導教員
環 境 経 済 学 鄭　雨宗 環 境 社 会 学 陳　艶艶
環境エネルギー 鄭　雨宗 社会調査法特論 陳　艶艶
ア ジ ア 経 済 藤井　洋次 文 化 環 境 論 田中久美子
国 際 貿 易 藤井　洋次 質的調査法特論 田中久美子
技 術 経 営 尹　諒重 政 治 過 程 木下　健
人 的 資 源 管 理 尹　諒重 公 共 政 策 木下　健
環 境 経 営 学 松藤賢二郎 環 境 生 態 学 乾　隆帝
マーケティング 松藤賢二郎 環境調査法特論 乾　隆帝
国 際 法 中川　智治 環 境 地 理 学 上杉　昌也
国 際 判 例 演 習 中川　智治 空間情報学特論 上杉　昌也
環 境 政 策 渡邉　智明 水 防 災 学 特 論 田井　　明
環 境 法 渡邉　智明 産業連関分析特論 鬼頭みなみ

専　門　Ⅱ プレゼンテーション（研究計画）

（2）試験集合場所　福岡工業大学
専攻が指定した教室（午前 8 時45分までに集合のこと）

6 合格発表
合格者受験番号をホームページ上で公開するとともに、文書で合格を通知する。

7 入学手続
一次合格者

入学手続書類提出・入学金納入期限 2026年12月４日（金）
前期授業料等納入期限 2027年３月９日（火）

二次合格者
入学手続書類提出・入学金、前期授業料等納入期限 2027年３月９日（火）

※提出・納入期限後はいかなる理由があっても受付けないため注意すること。
　（前期授業料等学納金についてはＰ34 参照）
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◆アドミッションポリシー
　社会環境学専攻では、入学者として次のような能力と資質を持つ学生を国内外から広く受け入れます。
（1）学部レベルよりもさらに広く深く勉強したいという者。
（2）母国に帰って、あるいは外国で活動したいと考えている留学生。
（3）社会で活動しているなかで一層の能力向上を図ろうという者。
（4）社会人であれば、更なる問題解決能力やコミュニケーション能力を身につけるなど、自己実現の意識

が高い者。
（5）留学生に関しては、日本語能力試験（JLPT）N2 以上程度の日本語能力を有する者。

　なお、本専攻への入学は、環境に関する諸問題に関する基礎知識を有していること、環境に関する諸問題
を総合的に理解し、その解決方法の立案・実践について深く学ぼうとする強い意欲を持つことが必要とされ
ます。

◆教育・研究内容
　社会環境学専攻では、環境に関わる諸問題に関して主として社会科学および人文科学の立場からアプローチ
し、個人・企業・社会全体の仕組みを研究する能力を醸成した上で、環境調和型の社会実現に貢献することの
できる高度な専門性が求められる職業を担うための能力を培うことを目的とする。

2027年度　研究指導教員 　

担当教員

教　授 博士（農学） 乾　　　隆　帝
教　授 博士（政策科学） 木　下　　　健
教　授 博士（工学） 田　井　　　明
教　授 博士（商学） 鄭　　　雨　宗
教　授 博士（法学） 中　川　智　治
教　授 博士（経済学） 藤　井　洋　次
教　授 博士（経営学） 松　藤　賢二郎
教　授 博士（商学） 尹　　　諒　重
教　授 博士（法学） 渡　邉　智　明
准教授 博士（工学） 上　杉　昌　也
准教授 博士（経済学） 鬼　頭　みなみ
准教授 博士（文学） 田　中　久美子
准教授 博士（文化情報学） 陳　　　艶　艶

※担当教員は変わることがあるので、出願前に必ず大学院ホームページで最新情報を確認のこと。
※担当教員の研究テーマについては、大学院ホームページで事前に確認のこと。

社会環境学専攻の教育・研究内容
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1 入学定員

専攻名 定員
物質生産システム工学専攻 ２名
知能情報システム工学専攻 ２名

2 出願資格（入学資格）

●一般入試
① 学校教育法第104条第 1 項に定める修士の学位を有する者および取得見込みの者
② 外国において、修士の学位に相当する学位を授与された者および 2027年３月末までに授与される見込

みの者
③ 文部科学大臣の指定した者
④ その他本学の大学院において、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者（短大等を卒

業後４年以上又は大学等を卒業後２年以上、工学分野の研究に従事し、学術論文、特許等が修士論文に
相当すると認められる者。事前（一次受験希望者は 5 月末日、二次受験希望者は 10月末日まで）に問
い合わせること。）
※上記の出願資格①～②において「見込み」で受験して合格し、出願資格に必要な要件を2027年３月

末までに満たせない場合は入学が許可されません。
●社会人入試

① 上記出願資格のいずれかを満たし、2027年３月末において、企業等に正規の社員又は職員として勤務
中の者で、勤務成績が優秀であると所属長が認め、在職のまま入学を希望する者

② 上記出願資格のいずれかを満たし、社会における経験が豊富であり且つ勉学意欲に富む者
　 （例：退職者、自営業等）

なお、選考にあたっては、社会における経験、実績を評価に加味する。また、入学後の取り扱いとして
は、学則に定められた教育課程に基づき、指導教員の下に修学（一年以上）と研究に専念するものとす
る。社会人入試については事前（一次受験希望者は 5 月末日、二次受験希望者は10月末日まで）に問
い合わせること。

3 入学試験日程

入試種別 出願期間（必着） 試験日 合格発表日

一　次 2026年7月27日（月）
〜2026年8月 ３ 日（月） 2026年8月27日（木） 2026年 9 月17日（木）

二　次 2027年1月 ４ 日（月）
〜2027年1月12日（火） 2027年1月27日（水） 2027年 2 月16日（火）

秋　季 2026年5月18日（月）
〜2026年5月25日（月） 2026年6月12日（金） 2026年 7 月16日（木）

ただし、専攻によっては二次の募集を行わないことがある。必ず事前に問い合わせること。

工学研究科博士後期課程（一般入試・社会人入試）



21福岡工業大学大学院入学試験要項

工
学
研
究
科
修
士
課
程

（
一
般
・
社
会
人
）

工
学
研
究
科
修
士
課
程

（
外
国
人
留
学
生
）

社
会
環
境
学
研
究
科
修
士
課
程

（
一
般
・
社
会
人
）

社
会
環
境
学
研
究
科
修
士
課
程

（
外
国
人
留
学
生
）

共

通

事

項

工
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

（
外
国
人
留
学
生
）

工
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

（
一
般
・
社
会
人
）

4 出願手続

（1） 提 出 書 類 　
●一般入試
① 志願票（裏面履歴書） 本学所定のもの（様式Ａ－１）
② 写真票・受験票・受験料納金票 本学所定のもの（様式Ｂ）
③ 修了（見込み）証明書 他大学出身者のみ
④ 成 績 証 明 書 他大学出身者のみ
⑤ 研 究 経 過 報 告 書 記入例を確認し、受験者本人が作成したもの（様式Ｃ－１）
⑥ 志 望 理 由 書 本学所定のもの（様式Ｄ）
⑦ 研 究 業 績 記入例を確認し、受験者本人が作成したもの（様式Ｅ－１）
⑧ 大学院生受入承諾書 本学所定のもの（様式Ｆ－１）
⑨ 留 学 同 意 書 本学所定のもので、親権者が記入・署名したもの（様式Ｉ）

（外国人留学生（在留許可証を持っている外国人は含まない）のみ）
⑩ 長 期 履 修 申 請 書 本学所定のもの（様式 K）

（申請希望者のみ）
⑪ 研 究 計 画 書 本学所定のもの（様式Ｌ）

（長期履修制度を申請する場合のみ）

●社会人入試
① 志願票（裏面履歴書） 本学所定のもの（様式Ａ－１）
② 写真票・受験票・受験料納金票 本学所定のもの（様式Ｂ）
③ 修了（見込み）証明書 他大学出身者のみ
④ 成 績 証 明 書 他大学出身者のみ
⑤ 志 望 理 由 書 本学所定のもの（様式Ｄ）
⑥ 研 究 業 績 記入例を確認し、受験者本人が作成したもの（様式Ｅ－１）
⑦ 大学院生受入承諾書 本学所定のもの（様式Ｆ－１）
⑧ 研究計画書および履修計画書 本学所定のもの（様式Ｇ）
⑨ 受 験 許 可・ 承 諾 書 本学所定のもの（様式Ｈ）
⑩ 長 期 履 修 申 請 書 本学所定のもの（様式 K）

（申請希望者のみ）
⑪ 研 究 計 画 書 本学所定のもの（様式Ｌ）

（長期履修制度を申請する場合のみ）

※修士の学位がない場合、③・④については事前（一次受験希望者は 5 月末日、二次受験希望者は10
月末日まで、秋季受験希望者は３月末まで）に問い合わせること。（他の提出書類により事前審査を
行う場合があります）

（2） 受 験 料 　　30,000円（一旦納入した受験料は返却しない）

（3） 出 願 要 領
・ 窓口受付は平日９時より16時までとする。
※直接持参の場合は本学本部棟２階入試広報課へ（現金可）
・ 郵送の場合は、本学所定の入学願書用封筒に提出書類および受験料（郵便局で為替にし、受け取り人

欄は無記名）を同封して書留にて送付のこと。

（4） 願 書 提 出 先 　　福岡工業大学　入試広報課
〒 811-0295　福岡市東区和白東 3-30-1　☎ 092-606-0634（直）



22 福岡工業大学大学院入学試験要項

5 選考方法

（1）〔一般入試〕
・試験時間 9：00 ～
・試験科目

外国語　　英語（専攻分野含む）（英和辞書貸与）60分
プレゼンテーション（志望目的等口頭発表）

修士論文研究・研究計画　30分
質疑応答　30分

面　　接 15分
書類審査

（2）〔社会人入試〕
・試験時間 9：00 ～
・試験科目

外国語　　英語（専攻分野含む）（英和辞書貸与）60分
プレゼンテーション（志望目的等口頭発表）

研究業績等報告・研究計画　30分
質疑応答　30分

面　　接 15分
書類審査

（3）試験集合場所　福岡工業大学
各専攻が指定した教室（午前 8 時45分までに集合のこと）

6 合格発表

合格者受験番号をホームページ上で公開するとともに、文書で合格を通知する。

7 入学手続

一次合格者 二次合格者 秋季合格者
入学金納入期限

2026年12月４日（金）
2027年３月９日（火）

2026年7月31日（金）
入学手続書類提出期限

前期授業料等納入期限 2027年３月９日（火） 2026年8月25日（火）

※提出・納入期限後はいかなる理由があっても受付けないため注意すること。
　（前期授業料等学納金についてはＰ34参照）

8 修学支援

社会人学生が仕事との両立を図るため、昼夜開講制や長期履修制度など柔軟な学修環境を用意していま
す（P31 ～ P33 参照）。
また、優秀な学生の進学に係る経済面での不安を軽減し研究に専念できるよう、学業特別奨学生など各
種奨学制度があります。（P35 参照）



23福岡工業大学大学院入学試験要項

工
学
研
究
科
修
士
課
程

（
一
般
・
社
会
人
）

工
学
研
究
科
修
士
課
程

（
外
国
人
留
学
生
）

社
会
環
境
学
研
究
科
修
士
課
程

（
一
般
・
社
会
人
）

社
会
環
境
学
研
究
科
修
士
課
程

（
外
国
人
留
学
生
）

共

通

事

項

工
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

（
一
般
・
社
会
人
）

工
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

（
外
国
人
留
学
生
）

1 入学定員

専攻名 定員
物質生産システム工学専攻 若干名
知能情報システム工学専攻 若干名

2 出願資格（入学資格）

① 外国において、修士の学位又はそれに相当する学位を授与された者又は授与される見込みの者
（「見込み」で受験して合格し、出願資格に必要な要件を2027年３月末日までに満たせない場合は、入
学が許可されません。）

② 大学院において、個別の入学資格審査により、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者
事前（一次受験希望者は５月末日、二次受験希望者は10月末日まで）に問い合わせること。

※ただし、日本国の大学院を修了（見込み）した外国人留学生および外国人学生は、一般又は社会人入試を
受験しなければならない。

※国費外国人留学生（研究留学生）の受け入れについては別に定める。

3 入学試験日程

入試種別 出願期間（必着） 試験日 合格発表日

一　次 2026年7月27日（月）
〜2026年8月 ３ 日（月） 2026年8月27日（木） 2026年 9 月17日（木）

二　次 2027年1月 ４ 日（月）
〜2027年1月12日（火） 2027年1月27日（水） 2027年 2 月16日（火）

秋　季 2026年5月18日（月）
〜2026年5月25日（月） 2026年6月12日（金） 2026年 7 月16日（木）

ただし、専攻によっては二次の募集を行わないことがある。必ず事前に問い合わせること。

4 出願手続

（1） 提 出 書 類 　
① 志願票（裏面履歴書） 本学所定のもの（Form Ａ－４）
② 写真票・受験票・受験料納金票 本学所定のもの（様式Ｂ）
③ 修了（見込み）証明書 出身大学長または学部長が作成したもの
④ 成 績 証 明 書 出身大学長または学部長が作成したもの
⑤ 研 究 経 過 報 告 書 記入例を確認し、受験者本人が作成したもの（Form Ｃ－２）
⑥ 志 望 理 由 書 本学所定のもの（様式Ｄ）
⑦ 研 究 業 績 記入例を確認し、受験者本人が作成したもの（Form Ｅ－２）
⑧ 大学院生受入承諾書 本学所定のもの（Form Ｆ－２）
⑨ 留 学 同 意 書 本学所定のもので、親権者が記入・署名したもの（様式Ｉ）

（2） 受 験 料 　　30,000円（一旦納入した受験料は返却しない）

工学研究科博士後期課程（外国人留学生入試）
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（3） 出 願 要 領
・ 窓口受付は平日の９時より16時までとする。
※直接持参の場合は本学本部棟２階入試広報課へ（現金可）
・ 郵送の場合は、本学所定の入学願書用封筒に提出書類および受験料（郵便局で為替にし、受け取り人

欄は無記名）を同封して書留にて送付のこと。

（4） 願 書 提 出 先 　　福岡工業大学　入試広報課
〒 811-0295　福岡市東区和白東 3-30-1　☎ 092-606-0634（直）

5 選考方法

（1）試験科目、試験時間
・試験時間 9：00 ～
・試験科目

外国語　　英語（専攻分野含む）（英和辞書貸与）60分
プレゼンテーション（志望目的等口頭発表）

修士論文研究・研究計画　30分
質疑応答　30分

面　　接 15分
書類審査

（2）試験集合場所　福岡工業大学
各専攻が指定した教室（午前 8 時45分までに集合のこと）

6 合格発表

合格者受験番号をホームページ上で公開するとともに、文書で合格を通知する。

7 入学手続

一次合格者 二次合格者 秋季合格者
入学金納入期限

2026年12月４日（金）
2027年３月９日（火）

2026年7月31日（金）
入学手続書類提出期限

前期授業料等納入期限 2027年３月９日（火） 2026年8月25日（火）

※提出・納入期限後はいかなる理由があっても受付けないため注意すること。
　（前期授業料等学納金についてはＰ34 参照）



25福岡工業大学大学院入学試験要項

工
学
研
究
科
修
士
課
程

（
一
般
・
社
会
人
）

工
学
研
究
科
修
士
課
程

（
外
国
人
留
学
生
）

社
会
環
境
学
研
究
科
修
士
課
程

（
一
般
・
社
会
人
）

社
会
環
境
学
研
究
科
修
士
課
程

（
外
国
人
留
学
生
）

共

通

事

項

工
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

（
一
般
・
社
会
人
）

工
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

（
外
国
人
留
学
生
）

◆アドミッションポリシー
　福岡工業大学の人材育成の目的は、“ 情報 ”・“ 環境 ”・“ モノづくり ” で象徴される科学技術分野の教育研究
を通じて、優れた創造的能力とセンスで２１世紀の社会・産業を支え、発展させることのできる人材を育てる
ことです。この育成目的を踏まえ、物質生産システム工学専攻は、社会のインフラ整備、人間にとって有用な
モノの製造とその技術など、工学の発展に貢献できる技術者・研究者を育成することを教育目的としています。
 　そのために、以下の事項について高い意欲のある学生の入学を期待します。
（1）自然科学および工学に関する基礎学力を有し、学ぼうとする専門領域の学力をさらに高める強い意欲

を持つ者。
（2）工学についての国内外の情報を収集し、理解するために必要な英語力を有するとともに、さらにその

力を高める意欲を持つ者。
（3）志望する専門領域で、基礎知識を踏まえて応用研究に取り組むこと、また問題の設定および問題解決

の能力を高めることに強い意欲を持つ者。
（4）コミュニケーションの能力を高め、人と協調して問題の解決に当たることのできる能力を身につける

意欲を持つ者。

◆教育・研究内容
　物質生産システム工学専攻は次の４専修から構成され、各専修とも教育・研究課程がバランスよく配置さ
れている。
　電子物性工学専修では、新しい磁性・超伝導材料の開発、低次元ナノ材料の物性・機能と電子材料応用等に
関する基礎的な領域の教育研究を行う。
　機能材料応用工学専修では、希薄磁性半導体薄膜材料、高飽和磁化材料、高熱伝導体・強誘電性・透明導電
性等の無機機能性材料の電気工学的応用、また、環境修復、バイオマスの存効活用等を目的とした環境科学、
導伝子工学などに関連したテーマを設定して、これに必要な教育・研究を行う。
　エネルギーシステム工学専修では、高密度なプラズマ・電子ビームなど良質な電気エネルギーから低密度な
熱流体エネルギーまでのエネルギーの発生、変換、貯蔵、および運送に関する先端的諸問題の教育・研究を行う。
　設計生産システム工学専修では、機械の高精度化、高寿命化などを目指して、機械設計および精密加工分野
における技術の開発・向上に関連するテーマを設定して、その基礎から応用まで理論と実験の両方から教育・
研究を行う。

①　電子物性工学専修
　科学の発達に伴う新素材の出現は、新たな機能を持つ電子デバイスや光デバイスの研究開発を促して
いるが、その基礎となる物性の理解は、更なる発展のために不可欠となっている。本分野では、急速に
発展しつつある近年の電子デバイスや光デバイスの開発に寄与することを目的に、新しい磁性・超伝導
材料の開発、低次元ナノ材料の物性・機能と電子材料応用等の分野に関する基礎的な領域の教育研究を
行う。

②　機能材料応用工学専修
　機能材料に関する基礎的研究や応用研究は、材料に要求される特性の多様化にともなって極めて広範
にわたっており、学際的な研究分野の一つとなっている。本専修では、半導体や金属系磁性材料、無機
機能性材料、生体物質など各種の材料に関する基礎および応用理論を教授するとともに、磁性元素を加
えたⅡ－Ⅳ化合物等の高性能磁性薄膜材料の光磁気応用、鉄－窒素系磁性薄膜の高飽和磁化材料の工学的
応用、高熱伝導性・強誘電性・透明導電性等の無機機能性材料の新規開発と工学的応用などについて教育・
研究を行う。また、ライフサイエンス分野で必要とされる生化学、有機化学、分子生物学、微生物学など
を基礎として地球環境の保全と修復に関する教育・研究を通して、社会への貢献を目的とする。

③　エネルギーシステム工学専修
　エネルギーの発生、変換、貯蔵および輸送等を効率的に行う技術は高密度なプラズマ・電子ビームエ
ネルギーから低密度な熱流体エネルギーまでエネルギー資源の有効利用のみならず、地球環境をも視野

物質生産システム工学専攻の教育・研究内容
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に入れたエネルギーシステムの考察が必要となっている。核融合発電等の新しい電気エネルギーの発生
法や超伝導によるエネルギー貯蔵および電気エネルギー輸送技術、プラズマ現象解明のレーザー計測お
よび種々の熱流体エネルギーシステムの先端的諸問題、電気エネルギーの形態を効率的に変換するパ
ワーエレクトロニクス技術を取り扱い、教育・研究を行う。同時にこれらの技術に堪能な研究者・技術
者の育成をし、産業社会への貢献を図るものである。

④　設計生産システム工学専修
　機械や構造物の高性能化、高精度化、寿命向上を目指した設計において、機能材料の各種環境中での
動的強度やトライボロジー特性がますます需要となっている状況を鑑み、材料強度やトライボロジー分
野の諸問題を教授するとともに、それに関連する重要なテーマ設定して研究を行う。又、機械加工の高
精度化や自動化を可能にする高度な機械加工技術がますます要求される将来に対応して、精密塑性加工
や接合技術、高精度化の可能な切削工具や金型技術などに代表される機械加工の高速自動化、レーザや
超音波を用いた精密加工・評価技術などに関して教授し、それらに関連するテーマを設定して研究を行う。
　機械設計および精密加工分野における技術の向上を目指した教育・研究に関連して、その基礎から応
用まで理論と実験の両面から教育・研究課程がバランスよく配置されている。

2027年度　研究指導教員 　

専修部門 担当教員 研究テーマ

電子物性工学
教　授 博士（理学） 北川　二郎 磁性・超伝導材料における新物質開発

教　授 博士（工学） 鈴木　恭一 異種半導体接合およびトポロジカル絶縁体の電子・
スピン物性に関する研究

機能材料
応用工学

教　授 博士（理学） 蒲池　高志 計算化学と機械学習による触媒・酵素反応の解析

教　授 Ph.D. 北山　幹人 機能性無機材料の構造および物性に関する研究

教　授 博士（工学） 呉　　行正 環境生体試料の新規簡易分析法の開発に関する研究

教　授 博士（工学） 松山　　清 超臨界流体を用いた機能性ナノ粒子・多孔質材料の
開発

准教授 博士（工学） 宮元　展義 ナノ構造をもつ有機無機複合機能材料の構造およ
び物性に関する研究

エネルギー
システム工学

教　授 博士（工学） 井上　昌睦 環境調和型エネルギーシステムのための超伝導応
用に関する研究

教　授 博士（工学） 江口　　啓 スイッチング電源回路とその応用に関する研究

教　授 博士（工学） 大山　和宏 交流機の設計・制御に関する研究

教　授 博士（工学） 田島　大輔 高度エネルギー利用に向けた革新蓄電デバイスの
開発と分散電源システムの最適化に関する研究

教　授 博士（工学） 倪　　宝栄 各種超伝導体における臨界電流特性および磁束ピ
ンニング

設計生産
システム工学

教　授 工学博士 朱　　世杰 先進材料の力学特性に関する研究

教　授 博士（工学） 数仲 馬恋典
マクロ・マイクロ・ナノ機械においてトライボロジー
的設計、動的設計、最適設計、コンパクト化・エコ
化設計に関する学際的な研究

教　授 博士（工学） 廣田　健治 金属の冷間流動特性を利用した精密塑性加工技術の
開発

※担当教員は変わることがあるので、出願前に必ず大学院ホームページで最新情報を確認のこと。
※担当教員の研究テーマの詳細については、大学院ホームページで事前に確認のこと。
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◆アドミッションポリシー
　福岡工業大学の人材育成の目的は、“ 情報 ”・“ 環境 ”・“ モノづくり ” で象徴される科学技術分野の教育研
究を通じて、優れた創造的能力とセンスで 21世紀の社会・産業を支え、発展させることのできる人材を育て
ることです。この育成目的を踏まえ、知能情報システム工学専攻は、社会のインフラ整備、人間にとって有
用なモノの製造と技術、革新的なコンピュータや情報システムの構築とその技術など、情報工学分野の発展
に貢献できる技術者・研究者を育成することを教育目的としています。
 　そのために、以下の事項について高い意欲のある学生の入学を期待します。
（1）自然科学および情報工学に関する基礎学力を有し、学ぼうとする専門領域の学力をさらに高める強い

意欲を持つ者。
（2）情報工学についての国内外の情報を収集し、理解するために必要な英語力を有するとともに、さらに

その力を高める意欲を持つ者。
（3）志望する専門領域で、基礎知識を踏まえて応用研究に取り組むこと、また問題の設定および問題解決

の能力を高めることに強い意欲を持つ者。
（4）コミュニケーションの能力を高め、人と協調して問題の解決に当たることのできる能力を身につける

意欲を持つ者。

◆教育・研究内容
　この専攻は、知能情報工学、情報伝送工学、知的メディア工学および情報制御システム工学の４専修で構
成され、21世紀の高度情報化社会を情報技術の側面から支えていく研究者、技術者を養成する。特に人間社
会と係わりの深い分野において、コンピュータを知的に利用する新しい情報技術の開発に主眼を置き、その
ための基礎理論と応用技術について教授する。
　知能情報工学専修では、マルチメディア対応の人工知能等の研究を行い、人間と融和するマルチメディア
の開発を目指して、その知能化に関する基礎理論と応用技術について教育・研究を行う。
　情報伝送工学専修では、情報通信技術の多様化とモバイル化に向けて、ネットワークの知的制御や電波伝
搬推定に関する研究を行い、ネットワーク資源と無線メディアの有効利用に関する教育・研究を行う。
　知的メディア工学専修では、多様な情報メディアを統合的にデータベース化し、メディア情報の処理に関
して、インターフェイスの開発と問題解決に向けた各種計算理論の応用技術についての教育・研究を行う。
　情報制御システム工学専修では、人間社会の全てをシステムとして捉え、各種システムのモデル構築とそ
の評価法、並びにシステムの同定・制御に関する諸技術について教育・研究を行う。

①　知能情報工学専修
　インターネットの整備拡充の進展およびパーソナルコンピュータの高性能化によってマルチメディア
が一般社会に浸透しつつある。それに伴い、操作しやすいコンピュータ、人にやさしいコンピュータ、
高セキュリティのコンピュータの実現がますます重要になってくる。人工知能の基礎から応用に関する
幅広い教育・研究を行うことにより、このようなニーズに知能情報工学の立場からアプローチし、マル
チメディアの知能化に貢献できる研究者・高度技術者の育成を目指す。

②　情報伝送工学専修
　携帯電話やインターネットの普及は目覚ましく、その利用者の増大と共に新たな情報通信技術の展開
が求められている。この専修では、ネットワークの物理層からネットワーク層さらにはアプリケーショ
ン層にまたがる幅広いネットワークの基礎技術を習得し、新たな情報通信技術の革新と国際化に対応で
きる技術者・研究者の育成を目指している。物理層関連では、主として無線ネットワークに必要不可欠
な電磁波工学の基礎と応用を学び、無線周波数の有効利用に資する。またネットワーク層とアプリケー
ション層では、種々のネットワーク資源を有効に利用する技術と技法を学び、近未来社会におけるネッ
トワークの多様化に資する。

知能情報システム工学専攻の教育・研究内容
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③　知的メディア工学専修
　文章や図形などの人為的表現のみならず、脳波などの生体信号なども広義にメディアと見なし、人間
工学や認知科学的観点から効率的なマン・マシン・インターフェイスを開発し、それらのメディアを総合
的にデータベースとして蓄積・管理し、言語工学や記号論理学に基づく厳密な計算（rigid computing）
およびファジィ理論やニュートラルネットワーク理論に基づく柔軟な計算（soft computing）の両方に
より問題解決を行うための技術に関する教育・研究を目的としている。

④　情報制御システム工学専修
　人間社会が関わるあらゆるものをシステムとしてとらえて、種々の情報を有効に利用してシステムの
解析・設計・評価を行うことで、初期の目的を達成させる考え方や技術は複雑化する情報社会では不可欠
となっている。このような要請に対し高度な情報技術を有し、かつ対象システムの解析・設計・制御
および構築の手法・技術を身につけ、情報制御システムに関する総合技術と幅広い高度な知識・判断力
を持った情報制御システム技術者・研究者の育成を目指すものである。対象とするシステムとしては、
ネットワークコミュニティシステム、生体システムなど幅広いシステムを扱い、インターネットを利用
したコミュニティにおける情報流通制御、脳波などの生体信号の特徴抽出とそれによる自動診断について
の教育・研究を行う。

2027年度　研究指導教員 　

専修部門 担当教員 研究テーマ

知能情報
工学

教　授 博士（工学） 石原真紀夫 XRおよび人間拡張に関する研究

教　授 博士（情報学） 種田　和正 セキュリティ、ソーシャルネットワーク、ブロッ
クチェーンに関する研究

教　授 博士（工学） 福本　　誠 音楽を中核としたヒューマンメディアインタラク
ションに関する感性工学的研究

教　授 博士（工学） 前田　道治 計算知能および情報数理に関する研究

教　授 博士（工学） 山内　寛行 どこでも AI を目指すエッジ側 AI 用の超省電力機
械学習モデルとハードウェアの研究

准教授 博士（理学） 山口　　裕 計算論的神経科学および人工知能に関する研究

情報伝送
工学

教　授 博士（工学） 池田　　誠 車両を用いた遅延耐性ネットワークのための経路
制御手法に関する研究

教　授 博士（ソフト
ウェア情報学） 石田　智行 MR/AR/VR および防災 / 減災情報システムに関す

る研究

教　授 博士（ソフト
ウェア情報学） 内田　法彦 災害情報通信システムに関する研究

教　授 博士（工学） バロリ レオナルド 知的アルゴリズムに基づいた情報通信ネットワー
クのためのトラフィック制御に関する研究

教　授 博士（工学） 松尾　慶太 P2P システムと IoT センサの応用に関する研究

知的メディア
工学

教　授 経済学博士 宋　　　宇 最適化手法に関する研究

教　授 博士（工学） 田嶋　拓也 人間の行動・状態・属性を認知する知的センサシ
ステムに関する研究

教　授 博士（工学） 藤岡　寛之 生産・情報メディア分野の数理システムに関する
研究

教　授 博士（工学） 盧　　存偉 三次元画像計測と画像処理、AI 実用化技術研究
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情報制御
システム工学

教　授 博士（情報工学） 徳安　達士 ＡＩ技術による外科医療の知能化と低侵襲手術支援
基盤の創生に関する研究

准教授 博士（工学） 下戸　　健 医療のための次世代支援技術の開発に関する研究

※担当教員は変わることがあるので、出願前に必ず大学院ホームページで最新情報を確認のこと。
※担当教員の研究テーマの詳細については、大学院ホームページで事前に確認のこと。

専修部門 担当教員 研究テーマ
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⑴　履　修
【修士課程】
　工学研究科を修了するためには、特別研究（修士論文12単位）を含め36単位を取得しなければならない。
各専攻の専門教育は、授業科目を 1 〜 4 の分野に区分している。この区分を専修区分という。学生は一つの
区分を専修して、履修要項の定めに従って履修登録することになる。各専攻の共通科目には、工学基礎の学習
のために「数学」および「物理学」。また、世界に雄飛する技術者、研究者を育成するために「基礎英語」「応用
英語」「英語論文作成特別演習」「国際学会等発表特別演習」および「技術者倫理特論」の 5 科目を開講している。
さらに、修士課程の質的向上と研究活動に必要な論理的思考力の習得に主眼を置いた「論理的思考特論 A（読
解力）」「論理的思考特論 B（文章力）」「論理的思考特論 C（表現力）」および、留学生のみを対象とした「ビジネ
ス日本語」の 4 科目を開講している。
　社会環境学研究科を修了するためには、社会環境特別演習（修士論文）又は課題研究（いずれも 8 単位）を含
め 30単位を取得しなければならない。ただし、課題研究を履修できる者は、研究テーマを持った社会人入学
者となっている。学生は、基礎科目（必修）および専門科目から履修要項の定めに従って履修登録することになる。

【博士後期課程】
　工学研究科博士後期課程を修了するためには、特別研究（博士論文18単位）および特別演習 4 単位以上の
合計22単位以上を修得しなければならない。2 専攻共に 4 つの分野に区分している。この区分を専修部門
という。学生は、一つの専修部門に所属して、履修要項の定めに従って履修登録することになる。
⑵　中間発表

【修士課程】
　工学研究科および社会環境学研究科の学生は、作成中の修士論文又は課題研究の進捗度を公開して、所属
専攻の複数の教員から必要な研究指導を受ける。中間発表は、2 年次の11月末までに専攻毎に実施される。
中間発表をしなかった学生は、修士論文を提出できない。

【博士後期課程】
　工学研究科の学生は、作成中の博士論文の進捗度を公開して、所属専攻の複数の教員から必要な研究指導を受け
る。2 年次の中間発表は 9 月末までに実施し、3 年次の中間発表は博士論文の予備審査に振り替えることができる。
⑶　学会発表（工学研究科）
　学生の研究活動の活発化と学会発表を促進するために旅費・宿泊費等の手厚い補助制度を設けている。

【修士課程】
　学生は、原則として在学期間中に研究成果を学術論文の公表や口頭発表など、いずれかの方法で公表しなければ
ならない。これまで殆どの学生が、在学期間中に 1 回以上の学会発表を行っており、国際学会で発表の学生も
増加している。

【博士後期課程】
　学生は、学位を取得するために専修部門の学会に所属することが望ましい。また、国内外で開催される学会で
発表をしなければならない。
⑷　学位授与

【修士課程】　修士論文の審査および最終試験に合格した学生には学位記を授与する。
【博士後期課程】　博士論文の審査および最終試験に合格した学生には学位記を授与する。
⑸　教育改善
　本学では、教育改善のために各期、授業アンケート（前・後期）および修士論文アンケート、2 年毎に教育
改善アンケートを実施している。アンケートの結果は、教育点検に活かす他、WEB上で公開している。さらに、
博士後期課程の学生は本学の教職員が教育改善のための意見交換の場として定期開催しているFDに関する
セミナーに参加する。これにより主体的な学びを促進するための学生指導法や教材の作成・活用方法等、将来
の学識教授に求められる能力の強化を図る。
⑹　経済的支援

【修士課程】　学業特別奨学生制度を設け、授業料から一定額を免除している。
【博士後期課程】　在籍する学生全員に対して、授業料から一定額を免除している。

教育方法及び実施体制
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教育方法の特例（大学院設置基準第14条）による修士課程・博士後期課程での教育

⑴　設置の趣旨および特に必要とする理由
　最近の科学技術の進歩は著しく、常に学習しそれに対応しなければならず、生涯教育の必要性が話題になっ
てきている。我が国の社会構造も終身雇用制ではこれからの新しい国際化に対応しきれなくなり、年功序列
制から能力主義へと脱皮していかなければならない。そこでは高度の科学技術者としてスペシャリストが要
求される。
　本学では、1998年度から大学院修士課程に、1999年度からは博士後期課程に昼夜開講制を採用し、平日
の18：30 ～ 20：00 および土曜日の 9：00 ～ 17：00 に授業を開講することにしたが、これまでに21人
の社会人学生が入学している。問題意識を持って入学しており、社会人としての経験を生かし、一般の学生
に対しても刺激を与え、この制度が非常に有効に生かされている。
　本学は地理的にJR福工大前駅に隣接しており、北九州、久留米、大牟田および佐賀地区から 1 時間程度
で通学可能である。これまで福岡を中心としたこれらの地区で工学系大学院修士課程において、本格的な昼
夜開講制を実施した大学は皆無であり本学が先鞭をつけたといっても過言ではない。本学はこのように、地
理的な有利性を有するのみならず、社会人学生に対してきめ細かい配慮を行っており、特に教育研究指導の
面で優れた特徴を有するよう、授業科目の履修と実施について工夫を行っている。大学院博士後期課程にお
いても勿論この経験は生かされるが、特色のある教育・研究指導の実施体制の充実をはかりたい。

⑵　博士後期課程での履修指導および研究指導の方法
　組織とその構成および教育の目標については一般学生と同様であるので省略するが、教育方法および実施
体制について相違点を明らかにしながら説明する。
　1 年次においては、社会人学生として本大学院の修士課程を修了した学生にあっては、すでに指導教員と
の間に修士論文の作成において博士後期課程における教育研究を視野に入れて指導しているので問題はない
が、新しく大学院博士後期課程に入学する学生にとっては、学位論文のテーマの設定が一番難しく重要な課
題となる。他大学院修士課程における修士論文のテーマ、企業における研究テーマ、学会発表した研究内容、
およびすでに論文発表を行っている場合はその課題内容等を考慮し、指導教員の研究分野との接点を探し、
学位論文のテーマをつめて行かなければならない。その際企業から派遣されている場合は、企業側で要求さ
れているテーマがある場合もあるので総合的判断のもとに絞り込んでいかなければならない。
　研究活動としては、研究内容が少なくとも学会に発表できるように指導することはいうまでもないが、電
子メールを利用して研究指導を行い、指導教員との接触の少ない分を補うようにする。学位論文や学会への
投稿原稿なども電子メールを有効に利用して行う。
　2 年次における、特別研究の指導は一般学生の場合は討論しながら毎週一回研究結果の報告をさせること
が可能であるが社会人学生の場合はできない場合もある。その場合は電子メールなどのコンピュータネット
ワークを有効に利用し、その不十分な部分を補うようにする。その他 2 年次における受講などの点において
は一般学生と同様な教育研究の指導を行う。
　3 年次における学位論文の中間審査から学位論文の受理、公聴会最終審査までのスケジュールは一般学生
と全く同様に行われる。しかし、一般学生と異なり時間的制約を受けるので、指導教員は勿論審査委員会の
委員はその制約に合わせる必要がある。又、学位論文作成に当たっての指導はコンピュータネットワークに
よる電子メールなどメディアを有効に活用して行う。

昼夜開講制
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　職業を有している方や育児・介護等の事情により標準修業年限での修了が困難な方に、修業年限の延
長を認める長期履修制度を導入しています。留年とは異なるため余分な学費は発生せず、標準修業年限
の総額を長期履修許可年限で除した額を納入する仕組みです。昼夜開講制と合わせて履修計画を立てる
ことで、学業との両立がより容易になるよう支援します。

●対象者
（１）職業を有し、就業している者
（２）家事、介護、育児、出産等の事情を有する者
（３）その他、研究科長が相当の事情があると認めた者
※外国人留学生は除きます。

●在学年限
修士課程：最長 4 年
博士後期課程：最長 6 年

●申請時期
（１）新たに本学に入学する者　入学試験出願時
（２）既に本学に在籍する者（最終年次に在籍する者を除く。）

春季入学者　前年度の 1 月末日
秋季入学者　前年度の 7 月末日

●提出書類
長期履修申請書（様式 K）

●長期履修制度についてQ＆A
Ｑ　長期履修のメリットは何ですか？
Ａ　長期履修制度とは、職業を有する、育児又は介護中である等、多様な学生の学修機会を一層拡大

する観点から、標準的な修業年限を延長して教育課程を修了することを認める制度です。標準的
な修業年限での修了ができず結果的に留年する場合と比べると、支払う授業料の総額が少なくな
ります。

Ｑ　長期履修をすると、1 回に支払う授業料を少なくできますか？
Ａ　修了までに支払う授業料の総額は、長期履修をしてもしなくても同じです。長期履修の計画どお

り修了する場合、1 回の納付金額は、長期履修をしない場合と比べて少なくなります。

Ｑ　月単位や学期単位で長期履修をすることができますか？
Ａ　できません。長期履修許可期間は学年の始めから年単位に限られています。

Ｑ　長期履修する場合、学年はどうなりますか？
Ａ　学籍管理上は、入学した月に 1 年、上の学年に上がります。その課程の標準的な修業年限（修士

課程は 2 年、博士後期課程は 3 年）に達した年に修了できない場合、最終学年を繰り返すことに
なります。

Ｑ　留学生も長期履修に申請できますか？
Ａ　できません。在留資格が「留学」の場合、資格外活動が許可される時間数は限られており、日本

人の有職者が長期履修を申請する場合とは事情が異なります。

長期履修制度
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Ｑ　長期履修期間内に修了が難しそうですが、どうすればよいですか？

Ａ　1 回に限り長期履修期間を延長することができます。延長手続きができなかった場合、もしくはし
なかった場合で、在学年限（修士課程は 4 年、博士後期課程は 6 年）に達していない場合は、通
常の授業料を払って学修を続けることができます。
　ただし、長期履修学生であっても、在学年限を超えて在学し続けることはできません。このため、
長期履修期間内に修了できないことが、退学又は除籍につながる可能性がありますので、十分に
注意してください。

Ｑ　計画より早く単位を修得できているので（計画より早く修了できそうなので）、長期履修をやめて
もいいですか？

Ａ　短縮の申請をするか、許可の取消しを受けてください。修了までに支払う授業料の総額は長期履
修をしてもしなくても同じため、再計算後の金額は通常の授業料との差額が加算されます。納付
期限までに再計算後の金額を支払ってください。

Ｑ　長期履修期間中に休学することはできますか？
Ａ　休学が避けられない事態が生じた場合は、計画的な履修が困難になったと考えられ、原則、長期

履修期間の短縮または取消しになります。ただし、復学後も計画的な履修を続行できる場合は、所
定の期日までに休学の願出と長期履修期間変更の申請を行ってください。休学は 2 ヵ月～ 1 年以
内の月単位で取得することが可能ですが、長期履修は年単位でしか行えませんので、期間の設定
時には注意が必要です。

Q　長期履修学生が退学する場合、授業料はどうなりますか？
Ａ　退学が許可されるためには、在籍期間に応じた通常の授業料を支払う必要があります。これまで

長期履修の金額により納めてきた授業料との差額を納付することになりますので注意してくださ
い。

　福岡工業大学では、「外国為替及び外国貿易法」に基づき、「福岡工業大学・福岡工業大学短期大学部
安全保障輸出管理規程」を定め、外国人留学生の受入れに際し厳格な審査を実施しています。規制事項
に該当する場合は、希望する教育や研究に携われないことがありますので、予めご了承ください。

In accordance with the “Foreign Exchange and Foreign Trade Act,”Fukuoka Institute of 
Technology has established the “Fukuoka Institute of Technology and Fukuoka Institute of 
Technology Junior College Security Export Control Regulations”and conducts strict screening 
when accepting international students.Please be aware that you may not be able to engage in 
the education or research you wish to pursue if you fall under any of the restrictions outlined 
within these Regulations.

安全保障輸出管理に基づく審査
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入学金・授業料等
（2026年度実績）

　Admission Fee and Tuition Fees

工学研究科（修士課程・博士後期課程）
Graduate School of Engineering

⑴入学金 150,000 円 Admission fee 150,000 yen

⑵授業料 812,000 円 Tuition fees     812,000 yen

社会環境学研究科
Graduate School of Socio-Environmental Studies

⑴入学金 150,000 円 Admission fee 150,000 yen

⑵授業料 630,000 円 Tuition fees    630,000 yen

授業料は右記のとおり 2 期に分けて納入することができます。
Tuition fees may be paid in each semester as follows

●工学研究科　　　　　 Graduate School of Engineering

項目 Fees 前期
First semester

後期
Second semester

授業料 Tuition fee 406,000 406,000

●社会環境学研究科    
Graduate School of Socio-Environmental Studies

項目 Fees 前期
First semester

後期
Second semester

授業料 Tuition fee 315,000 315,000

　

上記の他、入学時に同窓会費として 20,000 円（内部進学者は既納につき不要）、学生教育研究災害傷害保険料として修士課程 1,750 円、
博士後期課程 2,600 円を徴収します。
In addition to the above, ¥20,000 for alumni association fee (exempted if you graduated FIT undergraduate), ¥1,750 
from master's students and ¥2,600 from doctoral students for “personal accident insurance for students pursuing 
education and research” fee will be collected at the time of admission.

※ 2027年度学納金に金額等の変更があった場合は、大学院ホームページ等で通知します。

●奨学金の種類  Types of Scholarships

日本学生支援機構　Japan Student Services Organization 
  （日本人学生対象）　 (Scholarship Loan Programs for Japanese Students）

・第一種奨学金　　　　　 ・第二種奨学金　　　　　   ・入学時特別増額貸与奨学金
・Category 1 scholarship　・Category 2 scholarship　・Special entrance scholarship

●奨学金の貸与月額  The amount of the scholarship loan per month

奨学金の種類
Type

修士課程
Master’s program

博士後期課程
Doctor’s program

第一種奨学金
（無利子貸与）

Category 1 scholarship
（Interest － free loan）

月額　88,000 円
50,000 円

88,000 yen/month
50,000 yen/month

月額　122,000 円
80,000 円

122,000 yen/month
80,000 yen/month

第二種奨学金
（有利子貸与）

Category 2 scholarship
（loan with interest）

月額 5 万円・8 万円・10 万円・13万円・15万円の中から選択となります。
To be selected out of the following amounts：50,000, 80,000, 100,000, 130,000 or 
150,000 yen

入学時特別増額
貸与奨学金

（有利子貸与）

1 学年入学者が対象で奨学金申請時の収入金額が 120万円以下又は日本政策金融公
庫の教育ローンが利用できなかったことについて申告を提出した人など希望により
定額10万円・20万円・30万円・40万円・50万円の増額貸与を選択できます。

（2026basis）

学納金　Fees

奨学金・その他制度　Scholarships & Other support
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●学業特別奨学生制度　 Honor scholarship
修士課程では学内進学者の一部を対象に授業料から一定額（50万円または国立大授業料標準額との差額）を２年
または１年間、博士後期課程では全員を対象に 50万円または国立大授業料標準額との差額を３年間免除します。
※外国人留学生については、別に定める留学生に対する奨学生（学内外）の対象になります。

●経済的事由による奨学金　 Scholarship for Financial Reasons
奨学金額 ： 授業料から一定額（工学研究科28万円、社会環境学研究科24.5万円）を免除 
選考方法 ： 家計の状況などをもとに選考委員会にて審査選考※1
※ 1：所得状況、学業成績、出席状況、小論文の評価をもとに審査 
採用期間 ： 1 年間（最大 2 年間）※2
※ 2：本人からの願い出により家計状況、学業成績、出席状況を吟味の上、1 年以内に限り継続することがある。

●学会発表等旅費補助制度　 Financial aid for attending academic societies.
学生の学会発表等の経済的支援策の一環として、修士課程では 1 年間に17万円、博士後期課程では 1 年間に33
万円の範囲内で旅費補助し研究活動の助成をしています。
For attending academic societies，FIT aids the maximum of 170,000 yen for master’s program，330,000 
yen for doctor’s program per year.

● TA（Teaching Assistant）制度　 TA （Teaching Assistant）System
学部の講義の補助をする TA 制度があります。
修士課程の約８割の学生が TA を経験し、手当が支給されています。
大学院生への経済的な援助の側面もありますが、指導力のトレーニングを積む機会にもなっています。
人数 ： 年度により異なる（100名程度） 
金額 ： 1 回の授業（90分）毎に 2,500円
There is a TA system for assisting undergraduate lectures.
Around 80% of students of master’s program have experienced being a TA, with participants paid an 
allowance.
Financial aid to graduate students is one aspect, but it is also an opportunity to build leadership training.
Number of participants: Varies by year (around 100)
Pay: ￥2,500 per lesson (90 minutes)

●地方自治体・民間団体奨学金
学外の財団法人より奨学金の募集があった場合は、入学後に学内掲示板等にてお知らせします。
Local and Private Scholarships
In the event of scholarship recruitment by an outside organization, we will notify students after entrance 
through the university’s message board and other means.

〔留学生対象〕　 Scholarships for International Students

●外国人留学生に対する授業料減免措置
経済的に就学困難で学業成績優秀な私費外国人留学生を対象に授業料を減免します。
◆金額：授業料から一定額を免除
◆期間：2 年次より 1 年間（継続可）
◆条件：前年度の学業成績（GPA3.0 以上）、日本語能力（CEFR B2 レベル以上）、仕送り額などを満たす者
Tuition Fee Reduction for International Students
Tuition fees will be reduced for privately financed international students who demonstrate both financial 
difficulty and outstanding academic performance.
・Amount: A fixed portion of the tuition fee will be exempted.
・Duration: One year starting from the second year (renewable).
・Eligibility Requirements:Academic performance in the previous year ( GPA 3.0 or higher), Japanese 

language proficiency (CEFR level B2 or higher), Meeting conditions regarding the amount of financial 
support received from family, etc.
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●文部科学省外国人留学生学習奨励費
〈日本学生支援機構（JASSO）留学生受け入れ促進プログラム文部科学省外国人留学生学習奨励費について〉
我が国の大学の学部・大学院に在籍する私費外国人留学生で、学業、人物ともに優れ、かつ、留学生活を続けて
いくために経済的な援助を必要とする者に対し、日本学生支援機構が文部科学省外国人留学生学習奨励費の給付
事業を行っています。
応募者および受給者の条件
◆対象 ： 「留学」の在留資格を有する者

正規生として在籍する私費外国人留学生
◆条件

・成績、語学能力（日本語または英語）が JASSO の基準以上であること。
・仕送りが平均月額 90,000円以下であること。
・本奨学金との併給を制限されている奨学金等の給付を受けている者ではないこと。
・在日している扶養者の年収が 500万円未満であること。
・採用人数 ： 大学院 1 名（一般枠12ヶ月採用）（2020年度実績）
・給付月額：月額 48,000円
・給付期間 ： 原則として 4 月〜翌年 3 月までの 1 年間とします。
・募集時期 ： 毎年 4 月頃、推薦者に学生課よりご連絡します。

Monbukagakusho Honors Scholarship for Privately-Financed International Students
〈About the Monbukagakusho Honors Scholarship for Privately-Financed International Students〉
The Japan Student Services Organization (JASSO) presents the Monbukagakusho Honors Scholarship for 
Privately-Financed International Students to international students enrolled in undergraduate and graduate 
programs at our nation’s universities, who are privately financed, have superb academics and characters, 
and who need financial assistance to continue their exchange studies.
Conditions for Applicants and Recipients
⃝ Open to: Those who possess the “Student” status of residence

Privately-financed international students who are enrolled as regular students.
⃝ Conditions

・Grades and language ability (in Japanese or English) meeting or exceeding JASSO standards.
・Receiving an average monthly allowance of ￥90,000 or less.
・Those not receiving scholarships with restrictions on receiving this scholarship in conjunction.
・For those with a supporter residing in Japan, the supporter’s income must be less than ￥5,000,000 a 

year.
・Number of awardees: 1 undergraduate student, 1 graduate student (typically awarded for 12 

months), 1 junior college student (typically awarded for 6 months) (based on 2020 figures)
・Monthly stipend amount: undergraduate level - ￥48,000/month, graduate level - ￥48,000/month
・Payment period: In principle, for 1 year from April until March of the following year.
・Application period: Around April of every year, the Student Affair’s Office will contact recommending 

faculty.


















































